
このまちで暮らして
いくために

～多文化共生のまちづくり～

日本語教室に参加するテッテッポウイートゥさん

本
市
の
外
国
人
住
民
数
は
、
平
成
25
年
８
月
時
点
の
７
８
２
人
か
ら
、
令
和
４
年
８
月

現
在
で
は
１
８
２
３
人
と
約
２･

３
倍
に
増
加
。
そ
の
国
籍
も
、
約
40
カ
国
と
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
外
国
人
住
民
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
も
地

域
に
住
む
外
国
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

外
国
人
が
希
望
す
る
情
報
発
信
言
語
と
し
て「
※
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
選
ん
だ
人
は
76
㌫
、

英
語
を
選
ん
だ
人
は
68
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

言
語
は
、
英
語
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
さ
し
い
日
本
語
な
ど
を
用
い
て
心
を
通
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

※
難
し
い
言
葉
を
言
い
換
え
る
な
ど
、
相
手
に
配
慮
し
た
分
か
り
や
す
い
日
本
語

そ
ん
な
ト
ゥ
さ
ん
の
趣
味
は
カ
メ
ラ
。

休
み
の
日
に
は
、
お
気
に
入
り
の
カ
メ

ラ
を
片
手
に
、
街
に
散
策
に
出
か
け
ま

す
。「
写
真
を
撮
り
に
行
く
と
、
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。“
こ
ん
に

ち
は
”と
か“
日
本
語
が
上
手
で
す
ね
”と

か
。
そ
こ
か
ら
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
普
段
、
仕
事
以
外
で
日
本

の
人
と
話
す
機
会
が
な
い
の
で
、
話
し
か

け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
ト
ゥ

さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
ま
ち
で
、
一
生
懸
命
に
働
き
た
い
。

そ
し
て
、
私
も
こ
の
ま
ち
の
住
民
と
し
て
、

日
本
人
と
笑
顔
で
豊
か
な
生
活
を
送
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
日
本
語
の

勉
強
を
頑
張
り
ま
す
」
と
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
の
一
員
と
し
て

笑
顔
で
暮
ら
し
た
い

祝
吉
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
日

本
語
教
室
。
こ
こ
で
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
先
生
と
向
き
合
う
の
は
、
２
年
10
カ

月
前
か
ら
特
定
技
能
外
国
人
と
し
て
市
内

で
暮
ら
す
、
テ
ッ
テ
ッ
ポ
ウ
イ
ー
ト
ゥ
さ

ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
）で
す
。

普
段
、
会
社
の
寮
で
生
活
す
る
ト
ゥ
さ

ん
は
、
近
所
の
日
本
人
に
な
か
な
か
声
が

掛
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
も
ど
か
し
く
感

じ
て
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
と
つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
日
々
勉
強
に
励

ん
で
い
て
、
日
本
語
能
力
試
験（
日
本
語

を
母
国
語
と
し
な
い
学
習
者
を
対
象
と

し
た
日
本
語
能
力
を
測
定
す
る
試
験
）の
、

一
番
難
し
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
N
１
の
試
験

合
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　市では、地域と連携しながら、多文
化共生のまちづくりを推進していくため、
３つのモデル地区を選定。重点的に多
文化共生事業を実施しています。

⃝沖水地区～生活安全交流会～
　６月26日㈰、外国人住民と高校生な
どの日本人ボランティアが参加し、日
本の交通ルールやごみの出し方、災害
などについて共に学びながら交流を深
めました。

⃝祝吉地区～日本文化体験・日本語支
援～
　「一般社団法人霧島山麗活性化人材
育成協会」が、技能実習生を対象に、
日本の文化を体験しながら日本語を学
ぶ教室を定期的に開催しています。

⃝小松原地区～日本語講座（初級）～
　市内在住の外国人住民の中には、日
本語を全く勉強したことがなく、日常生
活で大変な苦労をしている人もいます。
　そこで、日本語を全く勉強したこと
がない外国人住民を対象に、日本語講
座（初級）を開催します。
◉日程　11月７日㈪～12月８日㈭
◉場所　小松原地区公民館
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外国人 100 人が希望する情報発信言語（複数回答有）

資料：文化庁
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日本語

やさしい日本語

機械翻訳された母国語

非ネイティブが訳した母国語

英語

多文化共生モデル地区

市では、国籍や民族などの異なる人同士が、互いの文化的な違いを認め合い、
そこに住む人たちが等しく、安心・安全に暮らすことができる「多文化共生」のま
ちづくりを目指しています。今回は、市内に暮らす特定技能外国人のインタビュー
などを通して、多文化共生について考えます。

◎問い合わせ　地域振興課国際化推進室　☎23-2295

「やさしい日本語」に挑戦してみよう

ステップ①　日本人にも分かりやすい文章にする
・情報を取捨選択し、整理する
・３つ以上のことを言うときは、箇条書きにする
・外来語の使用に気をつける

ステップ②　外国人にも分かりやすい文章にする
・二重否定や受身形、使役表現をできる限り使わない
・難しい言葉や専門用語は使わない
・漢字の量に注意し、振り仮名をふる

ステップ③　日本語教師や外国人にチェックしてもらう
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